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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
呼吸している個々の肺胞とその周囲の毛細血管を動的にイメージングし､解析すること
はミクロの肺機能を評価するうえで重要である｡我々はペンシル型CCD生体顕微鏡を用
い､invivoにてラットでの肺胸膜直下微小循環を直接観察し､肺毛細血管の肺胞に沿
ったシー ト状の血流･人工呼吸下のwaterfall現象･低酸素性肺血管収縮を可視化したo
また､赤血球の速度､肺胞 ･細動脈の径について解析を行い､呼吸条件の肺循環-及ぼ
す影響を解析したO1回換気量が2.5mlのとき､肺胞径40±4.5〃m､毛細血管内の赤血
球流速は0.9±0.2m/secであったが､1回換気量を5mlとすると肺胞径は120%増加し､
赤血球速度も0.29±0.14mm-と著明に減少した｡1回換気量5m1､PEEP20cmH20の呼吸
条件下では､Waterfall現象の消失が認められた｡この斬新な方法は生体での生理機能
を明らかにし､病態モデルでの呼吸と循環の顕微鏡的な機能を評価する有効な手段とな
ると思われるO
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究者はペンシル型 ccD生体顕微鏡を用い､ラットの肺胸膜直下微小
循環を直接観察し､肺毛細血管の肺胞に沿ったシー ト状の血流 ･人工呼吸
下のwaterfall現象 ･低酸素性肺血管収縮を可視化する事に成功した｡ま
た､微小循環での赤血球の速度､肺胞 ･細動脈の径について解析を行い､
呼吸条件の肺循環へ及ぼす影響を解析した｡
従来は肺胞組織の微小環境における血流動態を Invivoでイメージング
する事は不可能であったが､ペンシル型ccD生体顕微鏡によってこれが可
能セあることを証明したもので価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
